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研究概要 

【循環器グループ】循環器グループは，先天性心疾患，川崎病・心筋症を中心とする後天性心疾患の臨床，

研究を行っています。先天性心疾患については胎児診断のついた症例や生後に診断された重症心疾患の診

断・治療に当たっており，その手術については，心臓外科の協力のもとに年間平均 70症例前後行っていま

す。その際，重症例の診断や手術適応の判断，小児内科的な術前術後管理を担当し，さらに，手術適応には

至らないまでも小児科的管理の必要な多数の症例については外来で経過観察しています。川崎病に関して，

臨床研究面では，川崎病医師主導治験（重症川崎病患児を対象とした免疫グロブリン＋シクロスポリン A併

用療法：KAICA trial）に中心的な施設として参画し，新たな治療法開発を研究中です。症例登録は終了し、

結果の解析中ですが良好な成績が得られており間もなく論文に発表される予定です。また，循環器内科の先

生の援助のもと，光干渉断層法(OCT)を積極的に取り入れ，川崎病冠動脈病変を有する患児の遠隔期の心臓

カテーテル検査において，冠動脈病変のより精密な評価を行い，遠隔期の管理や治療法の開発にも取り組ん

でいます。基礎研究面では，分子生物学的手法を用いて病因究明(溶連菌由来のスーパー抗原の関与など)に

挑戦中で，さらに，シクロスポリンの治療効果の作用機序解明（炎症性サイトカイン関連の細胞内シグナル

伝達の解析）にも挑んでいます。 

 

【腎グループ】IgA腎症およびネフローゼ症候群の治療法を確立するための全国多施設による臨床治療研究

（厚生労働省科学研究，小児 IgA腎症治療研究会，小児難治性腎疾患治療研究会）を進め，成果をあげてい

る。IgA腎症，紫斑病性腎炎，ネフローゼ症候群，Alport症候群，多発性嚢胞腎等の分子生物学的・形態学

的手法を用いた病態解析を行っている。 

 

【神経グループ】和歌山県立医科大学小児科が日本小児神経学会専門医研修施設に登録されており，小児神

経疾患全般の治療を担当している。一次救急であるけいれん重積発作から ICU 管理を要する重症疾患まで

対応している。てんかんなどけいれん性疾患におけて病棟内でのビデオ・脳波記録装置を用いた臨床的診断

を行っている。急性脳炎・脳症の病態生理に関する基礎的研究にも取り組んでいる。（Chemokine expression 

in human astrocytes in response to shiga toxin 2. Int J Inflam. 2012）また摂食障害や心身症にも

対応しており，入院加療を行っているなかで臨床的な研究を行っている（Total parenteral nutrition 

treatment efficacy in adolescent eating disorders. Pediatr Int. 2015） 

 

【小児がん・血液グループ】すべての小児がん，血液疾患を治療しています。小児がんの発生部位は様々で

すが，脳神経外科（脳腫瘍），整形外科（骨軟部腫瘍），小児外科（神経芽腫，腎芽腫，肝芽腫），眼科（網

膜芽腫），皮膚科（血管腫），放射線科（放射線治療）と共に集学的治療を行っています。また，当科は日本

骨髄バンク，臍帯血バンクからの非血縁者間造血細胞移植認定施設であり，小児がん・血液疾患に対するす

べての治療を小児医療センター内で完結することができます。また，若年性特発性関節炎（関節リウマチ）

などの自己免疫疾患，炎症性腸疾患，原発性免疫不全症，自己炎症性疾患についても診療を担当しています。 

 

【未熟児・新生児グループ】県内唯一の総合周産期母子医療センターとして，新生児専用救急車，ドクター

ヘリで県内の新生児救急に 24 時間で対応している。産科・小児外科・心臓血管外科・眼科など各科と協力



しながらあらゆる新生児疾患を対象とし治療している。早産児の頭蓋内出血発症をいかに予防するかを重

要な課題とし，適切な循環管理を目的としたエコーによる血流評価や皮膚ドップラー血流計による研究を

行っている。また慢性肺疾患をいかに軽減するかも重要な課題で，高頻度振動換気，一酸化窒素吸入療法を

取り入れ，肺高血圧症治療薬を併用しながらの早期抜管に取り組んでいる。症例を選択して INSURE 

strategy(Intubation-Surfactant-Extubation)も導入している。 

 

【遺伝グループ】臨床遺伝専門医による先天異常疾患の総合的な診療を行っています。ダウン症候群を中心

とする染色体異常症，遺伝性疾患，原因が不明な奇形症候群など様々な先天異常症を対象としています。各

疾患・症候群の診断，情報の提供，合併症への早期の対応，成長や発達を含む長期的な健康管理や療育相談

などを，必要に応じて院内の他診療科や，県内の療育施設とも連携して行っています。また最近の遺伝子研

究の進歩により遺伝子検査が普及しつつあり，研究機関と連携して対応しています。外来は毎週木曜日で，

うち第１木曜日にカウンセリングを行っています。院内や各医療機関から紹介頂いた患者様を対象とし，十

分な時間をかけて各疾患に関する正しい情報の提供と様々な問題について相談をお受けしています。ご相

談の内容や検査結果等のプライバシーについては厳重に保護しております。 

 

著 書 

a）学術 
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学会報告 

a） 国際学会 

1. Shima Y, Nakanishi K, Sato M, Hama T, Mukaiyama H, Togawa H, Suzuki H, Yoshikawa N：A case 

of childhood IgA Nephropathy with glomerular capillary IgA deposition. The 15th Japan-Korea-

China Pediatric Nephrology Seminar, 2017. 4. Tokyo, Japan 

2. Yoshikawa N, Shima Y, Sato M, Hama T, Mukaiyama H, Togawa H, Suzuki H, Kaito H, Nozu K, 

Iijima K, Nakanishi K：New combination therapy with prednisolone (PSL), mizoribine and 

lisinopril for severe childhood IgA Nephropathy (IgAN). 50th Anniversary Meeting of the 

European Society for Pediatric Nephrology, 2017. 9. Glasgow, UK 



3. Shima Y, Nakanishi K, Sato M, Hama T, Tanaka Y, Mukaiyama H, Togawa H, Kaito H, Nozu K, 

Tanaka R, Iijima K, Suzuki H, Yoshikawa N：Factors related to proteinuria relapse in childhood 
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Orleans, USA 
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H： Urine biomarkers efficacy as a disease-activity parameter for children with IgA 

nephropathy. 50th Annual Meeting of the American Society of Nephrology, 2017. 11. New Orleans, 

USA 

 

b）シンポジウム，学術講演等 

1. 鈴木啓之：子どもの心疾患 －胎児期から成人まで－, 南燈会2017年総会, 2017. 1. 和歌山市 

2. 南 弘一：学校生活における小児のてんかん, 和歌山市医師会学校医部会総会, 2017. 5. 和歌山市 

3. 鈴木啓之：川崎病の過去・現在・未来, 第8回泉州まんだらげ会, 2017. 6. 泉佐野市 

4. 水沼真也：小児・思春期発症のてんかん, 第6回和歌山てんかん研修会, 2017. 6. 和歌山市 

5. 山家宏宣：こどもの身体の発育と病気, いわで・きのかわファミリーサポート病児預かり対応保育スタ

ッフ養成講座, 2017. 6, 2017. 10. 岩出市 

6. 鈴木啓之：川崎病急性期治療の新たな展開, 第64回小児保健学会, 2017. 7. 大阪市 

7. 鈴木啓之：急性期・遠隔期における川崎病血管炎の新たな知見, 第21回川崎病治療懇話会, 2017. 7. 

浜松市 

8. 南 弘一：病気の子どもについて（基礎的理解）, 遊びのサポーター養成講座, 2017. 7. 和歌山市 

9. 南 弘一：アンケート調査から相談事業の今後について, 平成29年度5歳児相談事業に係る研修会, 2017. 

8. 和歌山市 

10. 山家宏宣：即時型食物アレルギーについて, 那賀薬剤師会研修会, 2017. 8. 岩出市 

11. 熊谷 健：和歌山県の災害時小児周産期リエゾンとして求められていること・具体的に取り組んでいる

こと, 第62回日本新生児成育医学会学術集会, 2017. 10. さいたま市 

12. 水沼真也：小児の予防接種について, 有田市医師会「予防接種に関する講演会」, 2017. 10. 有田市 

13. 鈴木啓之：－子育て中によく見かける症状から考えられる注意すべき病気－, 子どもの医療講演会, 

2017. 11. 新宮市 

14. 山家宏宣：那賀地域感染症対策ネットワーク（仮称）の立ち上げについて～AMR対策アクションプラン

を受けて～, 第16回那賀地域医療ネットワーク連携会議, 2017. 12. 岩出市 
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内 崇, 鈴木啓之：先天性接合部異所性頻拍（JET）の1例, 第23回日本胎児心臓病学会学術集会, 2017. 

3. 東京都 

3. 辻本 弘, 島 友子, 神波信次, 中西浩一, 鈴木啓之：非血縁骨髄移植を実施した難治性腸炎合併XIAP



欠損症の一例, 第39回日本造血細胞移植学会総会, 2017. 3. 松江市 

4. 末永智浩, 鈴木啓之, 立花伸也, 垣本信幸, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 武内 崇, 渋田昌一, 竹腰

信人：神経性食思不振症患者における心機能の検討, 第120回日本小児科学会学術集会, 2017. 4. 東

京都 
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骨芽細胞腫の1例, 第120回日本小児科学会学術集会, 2017. 4. 東京都 

6. 向井元裕, 立花伸也, 津田祐子, 末永智浩, 島 友子, 田村 彰, 神波信次, 南 弘一, 武内 崇, 鈴木

啓之：メトヘモグロビン血症が治療評価に有用である敗血症様病型乳児消化管アレルギーの1例, 第120

回日本小児科学会学術集会, 2017. 4. 東京都 

7. 熊谷 健, 利光充彦, 垣本信幸, 杉本卓也, 上田美奈, 鈴木啓之：極低出生体重児における生後早期の

内大脳静脈血流速度とSVC flowの検討, 第15回日本周産期循環管理研究会, 2017. 5. 東京都 

8. 島 友子, 中西浩一, 佐藤 匡, 濵 武継, 向山弘展, 戸川寛子, 貝藤裕史, 野津寛大, 田中亮二郎, 飯

島一誠, 吉川徳茂：小児IgA腎症における糸球体毛細管係蹄IgA沈着の臨床病理学的検討, 第60回日本

腎臓学会学術総会, 2017. 5. 仙台市 

9. Shima Y, Nakanishi K, Sato M, Hama T, Mukaiyama H, Togawa H, Kaito H, Nozu K, Tanaka R, 

Iijima K, Suzuki H, Yoshikawa N：Clinicopathological significance of glomerular capillary 

IgA deposition in childhood IgA Nephropathy, 第52回小児腎臓病学会, 2017. 6. 東京 

10. 水沼真也, 津田祐子, 田村 彰, 南 弘一, 鈴木啓之：小学生重症摂食障害患者への積極的栄養療法後

の身長経過の検討（A growth pattern in early onset eating disorders with intensive nutritional 

care）, 第59回日本小児神経学会学術集会, 2017. 6. 大阪市 
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併妊娠・分娩の現状, 第53回日本小児循環器学会総会・学術集会, 2017. 7. 浜松市 
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